










ファイル（印刷版を PDF 化した資料，PDF ファイルのみで提供されている資料）をダウンロ
ードする，インターネットのページに本文が HTML 形式で置かれている資料を印刷する等が
ある。しかしながら，データベースにより検索方法，記事本文へのアクセス方法は異なる。検













部 45 名，人間健康学部 2名，経済学部 14名，学年：1年生 25名，2年生 18名，3 年生 8 名，
4 年生 10名）である。対象年次である 1 年生（文学部，経済学部）が全履修登録者の 41％（25
名）を占めており，体系的な文献検索を学習していない者が多くみられる。 
2018 年度は，国立国会図書館オンライン及び国立国会図書館サーチを用いた雑誌記事検索





 国立国会図書館は，2002 年 10 月 1 日に「国立国会図書館蔵書検索・申込システム」（以下，






†久留米大学 文学部 非常勤講師 
†Faculty of Literature Kurume Univ. Part-time Lecturer, 
［教 材 研 究］ 
共通教育科目「文献調査法」における雑誌記事検索 






















表1 国立国会図書館オンライン リンク候補となるデータベース（2017.4.4現在）より筆者作成 
国立国会図書館の 
契約データベース 
①BioOne，②CNKI CAJ（中国学術雑誌全文データベース），③Early English 
Books Online (EEBO)，④EBSCOhost，⑤Emerald，⑥Gale Virtual Reference Library，
⑦Highwire Press AACR Journal Suite ，⑧IET Journals Complete Collection(*国際
子ども図書館では利用不可)，⑨Institute of Physics Science（IOPscience）(*一部
インターネットで無料公開されている本文あり , *国際子ども図書館では利用
不可) ，⑩Journals@Ovid(*国際子ども図書館では利用不可) ，⑪JSTOR，⑫
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図書館では利用不可），⑭OECD iLibrary（*一部インターネットで無料公開さ
れている本文あり），⑮Periodicals Archive Online (PAO) ，⑯ ProQuest Central ， 
⑰Science Direct（*一部インターネットで無料公開されている本文あり），⑱
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3.4 国立国会図書館サーチ 
   
 
 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[3] 平成 24年 1 月、新しくなる国立国会図書館（NDL）のサービス，カレントアウェアネス・
ポータル，2011.9.26，http://current.ndl.go.jp/node/19154 （参照 2018.12.20） 
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